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STUDY QUESTION
from TMCS Wave1 

808 + 385 
(replication)

115  
men men

plasma metabolites

were profiled using CE-MS.
How are plasma metabolomic 
profiles, especially for amino acids, 
affected by total physical activity (TPA) 
and sedentary behavior?

BCAAs and their derivatives, as well as Ala and Pro might  play 
a key role in the protective effects of higher TPA and/or less 
sedentary behavior on non-communicable diseases.

TPA is associated with health benefits, 
but the underlying mechanisms are 
poorly understood.

CE-MS metabolomics  
is promising approach 
to find biomarkers of 
TPA.

BCAAs, their derivatives, Ala, and Pro associations 
with TPA were confirmed.

BCAAs, Ala, and Pro decreased while both daily 
TPA increased and daily sitting time decreased.

Metabolic Profiling of Total Physical Activity 
and Sedentary Behavior

KEY     M
ESSA

G
E

?

日常生活で身体を動かすことや運動す
ることは、健康に良い影響がある。ただ
しその基礎となるメカニズムはまだ十分
に明らかではない。

CE-MS法による
メタボローム解析は、
身体活動のバイオマーカーを
見つける方法として有望である。

男性              名 +              名 (検証) 

血漿中の115代謝物が
CE-MS法によるメタボローム解析
で測定された。

身体活動量が多いことと、座位時間が少ないことの両方が、
分岐鎖アミノ酸およびアラニンとプロリンの濃度の低さと
関連していた。

身体活動は生活習慣病の予防に役立つが、その予防のメカニズム
として、 分岐鎖アミノ酸とその代謝物や、アラニンとプロリンは重
要な役割を担っている可能性がある。

日常的な身体活動量や座位時間は、血液中の
メタボロームにどのような影響を与えているか？

この研究で明らかにしたいこと

キー   メッ
セ
ー
ジ

? TMCSに参加者した

808 385

分岐鎖アミノ酸とその代謝物および、アラニンとプロリンは
日常的な身体活動の量と関連していた。

日常的な身体活動の量や座位時間は、血
液中のメタボローム、特にアミノ酸の濃度
にどのように影響するか？
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